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 鉄道圏域（ピンク円）は市の東
部に集中。鉄道圏域外が約８割
を占めている。

 鉄道圏域外を市営バス等の路線
バスによるバス圏域（水色円）
で概ねカバーしている状況。

伊丹市総合交通計画より抜粋

施設評価の視点（交通利便性）の必要性検証 資料３

施設の「交通の利便性」は事業化の段階で個別に確認を⾏うべき内容

地域住⺠の移動⼿段確保の視点から
公共交通サービスの利⽤圏域は重要な要素であることは当然

伊丹市における現状を踏まえれば
施設の「交通の利便性」は事業化の段階で個別に確認を⾏うべき内容

市⺠の93％が
公共交通圏域に居住

しかしながら



大規模災害時の被害想定

阪神・淡路⼤震災のときの被害データをもとに被害量を想定
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施設評価の視点（指定避難所）の必要性検証

（伊丹市地域防災計画）

避難所面積
現状の

52,341㎡
項目

阪神・淡路大震災
での伊丹市の被害 想定被害量

死者数 23人 520人

負傷者数 2,490人 3,744人

重症者数 226人 520人

全壊数 2,402世帯 6,078世帯

半壊数 14,373世帯 2,026世帯

避難者数 8,775人
（ピーク時）

15,195人

開設避難所数 71箇所
（ピーク時）

80箇所

阪神・淡路⼤震災級の地震時の想定
被害量（抜粋）

市全体としての避難所面積を分析した結果
仮に10％削減しても必要面積が確保できる状況
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施設評価の視点（指定避難所）の必要性検証

（伊丹市地域防災計画 資料編）

指定避難所毎に避難場所の適否
や面積が異なる

施設の「避難所の指定」は事業化の段階で個別に確認を⾏うべき内容

国土強靭化の視点から
公共施設の指定避難所は重要な役割であることは当然

伊丹市における現状を踏まえれば
施設の「避難所の指定」は事業化の段階で個別に確認を⾏うべき内容

しかしながら


